
が求められている。 　また、職員からの提案の汲み上げを実施するとともに、戸田

　また、第５次総合振興計画の策定に向けては、時代に即した 市政策研究所等による調査研究を活用し、地域課題の根源を探

本市の目指す将来都市像を定め、長期的な視点に基づき、事業 り、解決に向けて取り組んでいく。

が適切に運営される仕組みを構築することが求められている。 　さらに、大学との共同研究を実施していくことで、専門的な

　さらに、戸田市政策研究所の設置から年月が経過し、政策手 知見を研究に生かすとともに、職員の政策形成能力の向上を目

法やデータが蓄積されていることから、それらを庁内に広く活 指す。

用する必要がある。

　第４次総合振興計画後期基本計画の進捗状況としては、達成状況値は９１％となっており

、予定のとおり進んでいると分析している。今後も適切な進捗管理を推進していきたい。

Ｂ
　また、政策研究所の施策・事業化率についても、目標値を達成できた。

　平成３０年度から第５次総合振興計画の策定に向けた取り組みが本格化するため、人員・

予算を投入している。本計画は市の最上位計画となることから、市民・議会等との連携も強

→ 化し、計画策定期間となる平成３２年度までは、現行体制を維持していく。

　第４次総合振興計画の進捗管理については、後期基本計画策定の際に見直した各指標の達成に向け、今後も着実に実施していく。

　また、第５次総合振興計画の策定においては、今後予測される人口減少、高齢化といった課題を見据え、長期的な視点をもって、市民、

議会及び行政が一体となり、策定を進めていく。　
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08 着実な総合振興計画の実行に向けて 総務部・経営企画課

02 PDCAを活用した行政経営 政策秘書室・政策秘書室

82 経営体制の確立

　首長のリーダーシップに基づき、市政の目指すべき方向を明確に定め、市民の意見を適切に反映しながら、行政計画に基

づいた政策・事業の展開を着実に進めます。

　また、市政課題の解決に向け科学的な分析に基づく政策形成を行うとともに、行政内部の政策形成力の向上を図ります。

職員提案制度事業

地方分権事業

研究所提言の施策・事業化 施策・事業化された提言数÷提言数
％ 50 50 50 50

率 (予定通り以上 )
戸田市第４次総合振興計画 計画どおりに進捗している施策数÷総

％ 100 91 91 91
における施策の進捗状況 施策数

　既存の実施計画を着実に遂行していくほか、首長のリーダー 　第５次総合振興計画策定に向けて、人口推計等の調査分析を

シップに基づき、市が直面している様々な課題やそれらに対す 行うとともに、部局のマネジメントをより分かりやすく示して

る新たな取り組みを、実施計画に組み込みながらスピード感を いくため、施策体系の見直し等を図っていく。

もって進めて行くこと
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７平成31年度で終了 ８平成30年度で終了 ９平成29年度で終了
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